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研究成果の概要（和文）：ヒト特有の認知機能の個体発生および進化史的、生物学的基盤を解明

するため、ヒトとチンパンジーを主たる対象として、胎児期から新生児期、乳児期にかけての

感覚統合―分化と運動変換能力の発達過程を実証的に比較した。両種の類似性、差異性を客観

的に示すことにより、ヒトの知的特性の発達とその独自性を解明した。 

研究成果の概要（英文）：Humans transform perceptual information into matching motor 

movements just from after birth. We investigated human unique characteristic of sensorri-motor 

information processing from both evolutionary and developmental perspectives. We examined the 

development of the prenatal and postnatal behaviors comparing with the data on humans and 

chimpanzee. Our findings suggest that basic differences in early visual-motor information 

processing may be reflected in differences in higher social-cognitive aspects of humans and 

chimpanzees. 
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１．研究開始当初の背景 

ヒトは、さまざまな感覚情報（視覚、聴覚、
触覚など）を柔軟に統合させ、さらに自己身
体運動へと変換させる能力をもつ。これまで
の研究で、こうした感覚－運動変換システム
は、ヒトが進化の過程で独自に獲得してきた
種特有の能力である可能性、さらには言語獲
得との関連性が指摘されている。実際、ヒト
は生まれながらに他者の表情のいくつかを
自分の表情として模倣できる。しかし、こう
した発達分野からの知見は、新たな疑問を呈

すことになる。従来、知覚情報を運動変換す
る能力は、まずは各感覚器官が独立して情報
処理をおこない、生後の経験の積み重ねによ
り、それらがしだいに統合されると考えられ
てきた。しかし、こうした考え方では新生児
期の感覚－運動変換の能力の説明がつかず、
現在、新たな解釈が求められている。この点
については、発達初期の感覚統合―運動変換
能力は、すでに発達初期の時点でヒト特有で
あり、その後の発達と連続しているのか、あ
るいは、発達初期には他の霊長類と共有する
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時期があり、その後それぞれの種特有な発達
過程を独自に辿るのか、といった問いが重要
な示唆を与えてくれる。しかし、こうした問
いについては、これまでまったく検討されて
こなかった。 

 

２．研究の目的 

本研究は、ヒト特有の認知機能の進化史的、
生物学的基盤を解明するため、ヒトとチンパ
ンジーを主な対象として、それぞれの種の知
覚、認知機能を実証的に比較することを目的
とした。本研究では特に、両種の知覚、認知
機能の発達過程の解明を重視した。ヒトの知
覚、認知機能の成り立ちを明らかにするため、
従来、ヒトに特有とみなされてきた発達初期
の知覚、認知能力を両種間で実証的に比較し、
ヒトとチンパンジーの共有部分、あるいはヒ
トに特有の知覚、認知機能がいつ、どの時点
で顕著となるのかといった点を、行動指標を
中心に分析することを具体的な目標とした。 

 

３．研究の方法 

(1)胎児期の自己受容感覚－運動システムの比
較認知科学的検討 
 ４次元超音波画像診断装置を用いて、ヒト
胎児とチンパンジーの胎児（妊娠中～後期）
の行動観察・記録、比較をおこなった。研究
は、ヒト胎児は滋賀県立大学母子発達支援研
究室にて、チンパンジー胎児は（株）林原生
物化学研究所類人猿研究センター協力のも
と実施した。胎児の行動観察・記録は、ヒト
胎児では 15 分×最大２回、チンパンジー胎
児では 8-10 分×１回を１週間に２度、３ヵ月
間継続して実施した。 

 

(2) ヒト胎児における聴覚－運動変換 
４次元超音波画像診断装置を用いて、ヒト

胎児（妊娠中期～後期）を対象とした行動観
察実験をおこなった。研究は、滋賀県立大学
母子発達支援研究室にておこなわれた。ヒト
胎児の行動観察・記録は 15 分×最大２回実
施した。 

 

(3)自己の行為経験が他個体の行為の知覚に
与える影響とその発達過程 
 他個体の行為知覚、認知に自己身体経験が
及ぼす影響を、行動実験により検証した。研
究はヒト乳児は京都大学赤ちゃん研究グル
ープ、チンパンジーは（株）林原生物化学研
究所類人猿研究センターの協力のもと実施
された。他個体の行為を映し出した動画を目
の前に設置したモニター画面に映し出し、そ
のときの実験協力者の視線反応を記録、分析
した。 
 
（4）ヒト満期産新生児、早産児における聴覚－
運動変換システムの比較研究 

 ヒト新生児および早産児を対象として、聴
覚―自己身体運動変換能力の比較検証を行
動指標によりおこなった。研究は、京都大学
医学部附属病院産科・小児科の協力のもと実
施された。児の観察、記録は、覚醒していて
機嫌がよい状態を待っておこなわれ、自然場
面記録は 15 分、統制場面での実験は 10 分程
度実施した。 
（１）（２）については、「滋賀県立大学研究
に関する倫理審査委員会」、（３）については
「科学技術振興機構脳科学研究倫理審査委
員会」、（４）については「京都大学大学院医
学研究科・医学部及び医学部附属病院医の倫
理委員会」での承認を受け、実施された。チ
ンパンジーを対象とした実験・観察について
は、京都大学霊長類研究所「サル類の飼育管
理および使用に関する指針」を遵守した。ヒ
トを対象とした実験・観察は、「ヘルシンキ
宣言（1964 年承認、2000 年修正）」を遵守し
ておこなわれた。 
 
４．研究成果 
(1)胎児期の自己受容感覚－運動システムの比
較認知科学的検討（図１） 
ヒトは、妊娠中期より上肢の運動と口唇部

の運動とを協調させ、手を口に到達させるこ
とがわかった。チンパンジー胎児は、ヒト胎
児に比べて胎内での身体運動の頻度そのも
のが少なく、また、手―口の協調運動もほと
んど観察されなかった。チンパンジーでは、
胎児期の自己身体探索経験がヒトに比べて
少ない可能性が示された (Takeshita, et al., 

2009)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  チンパンジー胎児（左, 24GA）とヒト胎児（右, 26GA） 

 

(2) ヒト胎児における聴覚－運動変換（図２） 
 妊娠 24－30 週齢のヒト胎児に聴覚刺激を
提示し、そのときの身体運動を４次元超音波
画像診断装置により観察した。ヒト胎児は、
母親の音声言語が聞こえた場合にのみ、自己
の口唇部運動（口の開閉）を活性化させるこ
とがわかった。他方、見知らぬ女性の音声や
人工音を聞かせても、そうした反応はみられ
なかった。新生児期に確認されている自他の
身体マッピングが、胎児期の学習が関与する
可能性が示された(Myowa-Yamakoshi, et al., 

2010, 明和, 2009)。 

 



 

 

 

図２ ヒト胎児における聴覚刺激に対する口唇部の 

反応（妊娠 28-34週齢） 

 
 (3) 自己の行為経験が他個体の行為の知覚
に与える影響とその発達過程（図３） 
 生後 8・12 ヶ児およびチンパンジーの成体
を対象に、自己の行為経験が他個体の行為の
知覚に与える影響を調べた。目を目隠しで覆
う行為経験を実験協力者に施した（目隠し経
験あり群、あとの半数は経験なし［統制］群）
後、同じく目隠しをしたモデルが、①目隠し
をしているのに見えているかのようにゴー
ルに達する不自然な目的指向的行為（ジュー
スをコップに注ぐ等）と、②目隠しをしてい
るからゴール達成に失敗する自然な行為（ジ
ュースをコップへ注げない等）の２種類の映
像をモニタ上に提示し、実験協力者の注視反
応を調べた。その結果、経験群のヒト乳児の
みで、モデルの視覚状態を推測したと解釈さ
れる知覚反応が確認された。チンパンジーは、
目隠し経験の有無によらず、操作された物へ
の偏った注意を向け、モデルへの注意はほと
んど確認されなかった。ヒトは生後 12 ヵ月
頃から、他個体の心的状態を考慮した行為知
覚をおこなうこと、それは自己身体経験を基
盤 と す る こ と が 明 ら か と な っ た
(Myowa-Yamakoshi, et al., in press, submitted)。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ヒト 12ヶ月児は、自己身体経験にもとづき他者の視覚

状態を推測して行為を知覚した（Myowa-Yamakoshi et al., in 

pressより一部改変） 

 

（4）ヒト満期産新生児および早産児における聴

覚－運動変換聴覚－運動変換システムの比較
研究 
 他個体の音声刺激を提示した際のヒト満
期産新生児（妊娠 40 週、生後 3.4 日）および
早産児（妊娠 40 週、生後 2 ヶ月）の口唇部
の反応を調べた。/a/a/a/という音声を聞かせた
ときには児は口を開け、/m/m/m/という音声を
聞かせたときには口をすぼめる反応が両群
ともに確認され、満期産新生児、早産児とも
に聴覚―運動変換の自他マッピング反応が
みられることがわかった。視覚―自己運動変
換は、生後 2 ヶ月でいったん消失する可能性
が先行研究により指摘されてきたが、本研究
では早産児でも自他マッピングが確認でき
たことから、聴覚―運動の自他マッピングは
生後の経験要因だけでは説明できない可能
性 が 示 唆 さ れ た （ Myowa-Yamakoshi & 

Kobayashi, in prep）。 
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